
福島県では食品中のモニタリング調査をしてその結果を速やかにホームページで公表してい
ます。基準値を超える放射性物質が見つかる割合は、年々減少しており、穀類は2016年
度産以降、交差汚染によるもの1件（玄そば）を除いて基準値を超えたものはありません。
野菜は2013年度産、畜産物も2012年度産以降、基準値を超えたものはなく、大部分が
検出下限未満となっています。

現在の福島県の農林水産物の
検査結果は？
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福島県産の食品は、厳しい検査を経て、安全なものが市場に流通しています。ポイント

令和5年度 福島県 農林水産物のモニタリング検査結果 2011年度から2023年度までの検査
結果の推移

穀類全体

基準値超過

基準値以下

検出下限未満

野菜全体

畜産物全体

出典：ふくしま復興情報ポータルサイト 農林水産物のモニタリング結果【概要】

出荷確認検査 令和6年3月31日現在

平成28年度
産以降、交
差汚染による
ものを除いて
基準値超過
なし。

平成25年度産以降、基準値超過なし。
大部分が検出限界値未満。

平成24年度産以降、基準値超過なし。
大部分が検出限界値未満。



マーケットバスケット調査(流通食品での調査）

厚生労働省では、2011年度からマーケットバスケット方式により、平均的な食事に含まれる放射性物質の
量を調査しています。
2023年9月から10月に、全国15地域で実際に流通する食品を購入して放射性セシウムから受ける放射
線量を調査した結果、年間0.0006～0.0010ミリシーベルトと推定され、人が１年間に食品中の放射性
セシウムから受ける放射線量は、基準値の設定根拠である年間上限線量1ミリシーベルトの0.1%程度
と、極めて少ないことが確かめられました。また、福島県と他県との差異も見られません。
※マーケットバスケット調査とは種々の化学物質の一日摂取量を推定するための調査方式の一つです。
国民健康・栄養調査をもとに日本人の平均的な食事を再現したモデル試料を作製して調査します。

出典：文部科学省「小学生のための放射線副読本」

※ 令和5年12月現在、福島県内の検査対象は、検査希望18市町村、及び給食実施20県立学校
ー福島県ホームページ 学校給食モニタリング事業における放射性物質検査結果についてよりー

出典：https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/food_pollution/criterion
2024年4月に食品衛生基準行政は、厚生労働省から消費者庁に移管されました。
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